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創立当時の正門 (来京市小石川区高田豊川町18番地)

校舎ならびに寮舎 (右よ り設合、校長宅、数r.in館、校合)
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日本女子大学校創立当初の教職員

(前列右よ りおi五久子 ・佐野鰐子 ・前日l悶子・法i't末子 ・三輪凹真佐子 ・
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日本女子大学校第 1回家政科卒業生 (締L]J邸内)



成瀬校長実践倫理講義
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「学報」第一号 (明治36'.1戸7月)

r花もみぢ」第一 (明ifi38'.p5月) 「家庭週報」創刊号 (明治37"F6月)



桜楓樹 (本文466叉参!!(l)

桜視館 (明治38年 9月i&Jぷ)



本校教育の方針に就て (パンフレット)
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豊明館

(明治39年4月7完成)

寮舎生活

(明治42-43年頃)

晩香寮

(明治41年間寮)



..明小学校および幼稚園 (明治39年4月開校)

F付属高等女学校の授業風景



香雪化学館

(f引iti41年4月g日館)

物理実験室

(明治42-43年頃)

運動会



軽井沢に於ける或る日の先生 (Il月iti39ijotj'i)

三泉寮開寮当時の夏期修養会



「三つの泉」

(1リ]治39"F-文芸会の記念誌)

「開国五十年史J ( 1明治~O.i l三 12月発行 ) 、 「婦人文庫」

(明治42年10月発行)、 「進歩と教育J (1明治44.iF-ll月発行)

"LIFE" (I!月治43il三7FJ発行)， 
“LlFE AND LlGHT" (--LIFE-- ~"1 3 号よ り 改定i)



女子教育奨励巡回講演一北越方面 (明治43if-8月長岡に
於て、 iiiWi上は渋沢子局、その左森村男m・成瀬校長)

スタンフォード大学総長ジヨルダン博士の来校と日本女子大学毎月会会員 (明治44年9月)
(前列向って右より 三人目、ジヨルダン博士夫人・渋沢子爵夫人・渋沢子爵・ジヨルダン博士

.大限候爵 ・成瀬校長 ・長:;):1'長義教t;:)
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